
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ジュリ

コート

ロマネスク

ステーシー

12

38

煉獄

13
庭師

手紙

お別れ会

孤児院

秘め事

届かぬ声

庭師をしているアンデッドがいた。優しくて、穏やかで、料理をするのが好きな人だった。

内緒で始めた手紙のやり取り。隠れて渡し合う手紙にどきどきして、返って来る返事にわくわくして……。手紙の数が増える度、それは君の日常を鮮やかにした。

今日は、お別れ会。孤児のひとりが、孤児院を出るのだ。誰か雇ってくれる人が見つかったとかで、遠くに行くらしい。こういう時は、談話室で小さなパーティを開いたものだ。そういえば、そういう時は庭師が料理を作ってくれたものだ……

養父の仕事が変わることになった。孤児院の院長として住み込みで働くらしい。それに伴い、住んでいた元の家から、皆で孤児院へと引っ越した。友達も沢山できたし、ここは賑やかでいい場所だ。でも、どうして彼は突然、孤児院の院長になったのだろう。養父は子供を嫌う人だったのに。

養父から、アンデッドとはお喋りをするなと叱られていた。だから君は庭師と内緒で手紙のやり取りを始めたのだ。他愛のない一言にも丁寧に返してくれる庭師。その一言が増えれば触れるほど、彼女との距離が近付いたようで。君は何度も秘密のやり取りを重ねた。

具合の悪い妹のために、君は外に出ることにした。 「外は危ない」と言われていたけれど 薬も手に入らない中、薬草でもあればと思ったのだ。 「君はこっちに来てはいけない」 「こんな冷たい世界に来てはいけないんだ」 そう言って君の手を握るのは庭師だ。 涙を流し、必死に呼びかけている。 君はその声に応えようとしたけれど、君の声は届かぬまま世界は暗転した。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

対象のラピダメジャのﾏﾆｭｰﾊﾞ一つの効果を消す

支援1、妨害1

うであしの使用コストを1減少

ターン終了まで自分を対象にする攻撃判定-1

レベル3改造パーツを取得

攻撃切断判定に+1.ターン終了時と戦闘終了時に基本パーツを1損傷

最大行動値+1

支援2、妨害2

最大行動値+1

支援1、妨害1

肉弾攻撃1+切断

最大行動値+2 装備箇所にダメージを受けると追加ダメージ

腕のみ常に防御1.腕の白兵・肉弾攻撃に+1

自身に対して使用不可 移動1

たからもの
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